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研 究 主 題

実践的コミュニケーシ ョン能力の基礎 を養 う指導 と評価 の工夫

1主 題設定の理由と研究のね らい
1主 題設定の理 由

これか らの国際社会に生 きる 日本人 と して、世界の人 々 と協調 し、国際 交流な どを積極 的に

行 っていけるよ うな資質 ・能力 の基礎 を養 う観 点か ら、国際的 に共通語 として広 く使 われてい

る英語に よる実践的 コミュニケーシ ョン能力の育成 にかかわ る指導や評価の工夫 を一層充実 し

てい くことが求 められている。

この 「実践的 コ ミュニケーシ ョン能力」 とは、単に外国語 の文法規則や語 いな どにつ いての

知識 をもっているとい うだけでな く、実際のコ ミュニケー シ ョンを 目的 として外国語 を運用す

ることができる能力のことである。中学校 の段階では、この 「実践的 コミュニケー シ ョン能力」

の基礎 を 日々の授業の中で養 ってい くことが重要である と考 え、上記 のテーマを設定 した。

2研 究のね らい

本研 究では、上記に定義 された 「実践的 コミュニケー シ ョン能 力」 にお ける 「実際のコ ミコ.

ニケー ションを 目的 として英語 を運用す ることので きる能 力」 に着 目し、その中で も、「身 に

付 けた語いや文法 を活用 して 自分の思いや考 えを表現す るカ」や 「身 に付けた語いや文法 を用

いなが ら、文脈 か ら推測するカや一般的知識 を積極的 に活用 して、相手 の思いや考 えを理解 し

よ うとする力」が重要であると考えた。そこで、上記に示 した 「表現 の能力」と 「理解 の能力」

を高 めてい くため、意欲的に活動できる指導 と評価 の工夫及び概要や要点を とらえることがで

きる指導 と評価 の工夫に焦点 を当てて具体的に研 究を進め ることに した。

皿 研究の構想

〈研究主題 〉

実践的 コミュニケーシ ョン能力 の基礎 を養 う指導 と評価 の工夫

〈期待する生徒像〉

身に付けた語いや文法を活用して自分の思いや考えを表現するカ

推理力や一般的知識を積極的に活用して相手の思いや考えを理解しようとする力

↓ T ↓ T
〈第1分 科会 〉

表現の能力を高める指導 と評価 の工夫

↓

〈第2分 科会〉

理解の能力 を高める指導と評価の工夫

意欲的に活動できる

指導と評価 磨
↓

→ 結果 と考察 ← 概要や要点を とらえることがで き
る

指導と評価



皿 第1分 科会
副 主 題

表現の能力を高める指導と評価の工夫

1副 主題設定の理由と研究のね らい

(1)副 主題設定の理 由

現行 の学習指導要領においては、国際化 ・グローバル化 の進展 に対応 し、外国語 を使 って 日

常的な会話や簡単な情報の交換ができるよ うな基礎的 ・実践的 なコ ミュニケーシ ョン能力の育

成 を一層重視 した改訂 を行 ってい る。学校現場 においてはその趣 旨を十分に踏 まえて指導 にあ

た ることが強 く求 め られている。今までの英語教育の場におい てもその基本 となる 「表現の能

力」 を養 うために様 々な試みが なされ てい る。イ ンタビューな どの情報収集 活動や 、教科書 に

掲載 されてい る会話 を用いてのペア練習 など、多様なオーラル コミュニ ケーシ ョンの実践が行

われてい る。教科書 も会話中心 の内容 が多 く取 り入れ られ るよ うに変わ って きてい る。

しか しなが ら、今 までの学習活動においては、身 に付 けた単語 や文型 な どを実際 に活用 して

自分の思いや考 えを 自由に表現す るこ とのできる機会 が十分に設 定 され てお らず、与 え られた

会話 を練習 してその表現 を身に付 けてい く活動 に力 点がおかれてい る側 面が あった。その結果、

英語 で思 った とお りに 自己表現 してみたい とい う生徒 の意欲 を生かす ことがで きず 、表現の能

力を十分 に高 めるこ とができない とい う課題 を生 じていた。 また 、単語や語句 、文型 な どの定

着 を継続 的 ・段階的 に図 ってい く活動 に比べて、生 き生 きと自己表現 がで きる場や 、達成感や

進歩 した成果 を実感 できるような活動が十分 に設定 されていない とい う課題 も残 っていた。

そ こで、第1分 科会 では、表現 の能力 を高 めるために、 これまでに身に付 けた表現 を実際に

活用 して意欲的 に 自分の思いや考えを表現す る ことができるよ うな指導の工夫 について研 究 を

行 うとともに、表現す る活動 に生徒が意欲的に取 り組 める よ うな評価の工夫につ いて研究 を行

うことに した。

(2)研 究のね らい

第1分 科会では表現 の能力 を向上 させ るためには、意欲 的 に活動できる指導 と評価 の工夫 を

継続的 に行 ってい くことが重要である と考 え、次の2点 を研究 のね らい とした。

①各単元の重要構文を含めた既製の会話をペアで練習するという基本的な活動から、生徒

が自ら重要構文を取り入れた会話(スキット)を作成するとい う発展的な活動につなげる

段階的な指導を工夫する。

② 自己評価や相互評価 を通 して、生徒が意欲的 に活動 を行 う工夫をす るとともに、評価 と

一体化 した具体的な支援を工夫す る。
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2ア ンケー トの結果 と考察

研究を始めるにあた り、生徒が英語の授業に何 を求 めてい るのか、また、授業 の中で行 う諸

活動 を生徒は どの ように把握 しているのかを知 る手 がか りとしてア ンケー トを行った。

生徒が英語 の授業に望む こ ととしては、「ゲー ムな どの楽 しい活動をた くさん したい」の ほか

に 「基礎的な文法 を身に付 けたい」「高校受験 に役 立てたい」が多 く、楽 しいだけでな く、実際

に役に立つ力 を付 けたい、 とい う生徒 の関心 ・意欲が うかが える。

諸活動への生徒 の意識 には興味深 い結果が見 られ る。【表 ・1】 か らわかるよ うに、ア～オの

教科書中心の活動は 「楽 しくはないが、役 に立っ」。カのペ ア ワー クやイ ンタビュー な どの活動

は 「楽 しい」 と感 じる生徒が他 の活動に比べて多いが、役 に立っ とは思 われていない。

また、【表 ・2】 か らは 「テス トで良い点がとれ た時」に うれ しい と感 じる生徒 が非常に多い

ことがわか る。教科書中心 の活動 を 「役に立っ」 と考 える生徒 が多いのは、それがテス トの際

に役立 ってい るか らであろ う。

楽 しい活動には生徒 も積極的に取 り組む し、 自分の役 に立っ と思われ ることな らば、そ の習

得 にも意欲 を見せ る。 また、コツコツ練習 して きた ことが良い評価 を得れば、満足 も大き く、

更 にカを付 けたい と考 える。 これ らの要素が整 えば、話す 活動に向けて生徒 の意欲 も増 し、表

現 の能力 も高まってい くはず であ る。

では、ペア ワー クやインタ ビューな どの活動は なぜ 「役 に立っ」 と思 えないのだろ うか。 そ

の課題を次のよ うに分析 した。

(1)目 的が生徒 に理解 されず、単なるゲーム ととらえ られが ちである。

(2)継 続的 ・段階的に行 われず、練習 したこ とが定着 していない。

(3)自 信や意欲 にっなが るよ うな評価が十分な され ていない。

【表・1】〈英語の授業で役に立つ活動と楽しい活動〉
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オ 新出文法の説明と問題練習 コ 教科書やスキッ トの暗 PM
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【表 ・2】〈英語の授業で「うれしい」と思う時〉

100

ao

.16・

↓40

zo

O

ア イ ウ 工 オ

ア 先生にほめられた時

イ 友達にほめられた時

ウ テス トで良い点がとれた時

工AETの 先生に英語が通 じた時

オ ゲームで勝った時

また、そ の外 に行 ったア ンケー トの結果 か ら、「話す こと」の表現活動 に積極的に取 り組 め

ない生徒が三割以上 いることもわかった。そ の理由 としては 「間違 ってい ると恥ず か しいか ら」

「どう話 して よいかわか らないか ら」が半数以上を占めていた。

以上 のことか ら、簡単な練習 を数 多 く繰 り返 しなが ら徐 々に使 える表現 を増や してい くこと、

進歩や課題 を実感 できるような評価 によって生徒に 自信や意欲 を もたせ てい くこ とな ど、継続

的な指導 と評価 が重要で あるこ とが再確認 され、そ の工夫 を本 研究の課題 とした。

3具 体的な方策

前述 した3つ の課題 の改善に向けて、次のよ うな工夫 を試 みた。

(1)ペ ア ワー クや インタビューゲームを新 出文型や表現の ドリル と位 置付 け、その練 習の成

果 が後に行 う自己表現活動 に役 立つこ とを生徒 に十分理解 させ る。 また、実際の コ ミュニ

ケーシ ョンには、声の大き さや話す速 さ、表情 な ども大切 で あることか ら、 それ らの点に

ついて継続 して記録できる 「自己評価 カー ド」 を作成 し、 自分の進歩や課題 を常 に意識で

きるよ うにす る(「 自己評価カー ド」 について は後述す る)。

(2)ま とま った回数 の活動 を行 った後、それ らを総合 したスキ ッ ト・テス トやス ピー キング ・

テス トを行い、一っ一っの活動に関連性 をもたせ る。 スキ ソ トはそれまでにペア ワー クな

どで練習 した文型や表現を活用 させ て生徒たちに 自作 させ る。それまでのペア ワー クやイ

ンタ ビュー ゲームは単なるゲー ムではな く、繰 り返 し取 り組んでい くことによって 自分た

ちの考 えた ことが英語で話せ るよ うにな る、とい う練習過程 として位置付 ける。 また、学

年が進むに したがってス ピーキング ・テス トも取 り入れ、 あ らか じめ決 まったスキ ッ トで

はな く、実践的な コミュニケー シ ョン活動もで きるとい う自信 をもたせ てい く。

(3)自 己評価 に加 えて、相互評価や教師 による評価の方法 を工夫す る。 各評価 の項 目には関

連性 をもたせ 、「練習の成果が生かせた」と生徒 が実感で きるよ うに留意す る。また、評価

の項 目を事前に示す とともに、結果 をで きるだけ早 く生徒 に知 らせ ることによって 、生徒

た ちが 自己の課題 を明確に し次への 目標 を意識 して取 り組む ことがで きるよ うにす る。

『ペ ア ワー ク、イ ン タ ビュー ゲ ー ム→ ス キ ッ ト ・テ ス ト、 ス ピー キ ン グ ・テ ス ト→ 評 価 』 と

い うサ イ クル を円滑 に進 めて い く こ とが 、 徐 々 に 「話 す こ と」 の力 を高 めて い く とい う考 え に

基 づ き実 践 研 究 を進 めた。
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【評価の工夫】

(1)ペ ア ワー クにお ける 自己評価 カー ドの活用

この評価 カー ドを生徒 は毎回使い、ペア ワー クでは常 に3つ の項 目を意識 して活動で き

るように した。項 目1に ついては、 日本語 を使わず、英語で話 してみよ うとす る意欲 と態

度について評価 した。 項 目2に ついては、相手 に聞 こえるよ うな声の大 きさで話す、相手

の 目を見て話す、適切 な会話 のス ピー ドで話すな どが どの程度できたかにつ いて評価 した。

項 目3に ついては 自分 自身で考 えた1、2以 外 の 目標 について記入 し、それが どの程度 で

きたかを評価 した。 この表は生徒各 自が保 管 し、常に 自分の進歩や課題 を確認 す ることが

できるようにした。教師 は3～5回 程度ペア ワー クが終わった ら、次回の活動の励 みにな

るコメン トを書き込み生徒た ちに返却 した。 それ ぞれ の最高は3ポ イ ン トとして、☆印 を

塗 りつぶす ことに よって、各項 目を意識 して取 り組 む こ とがで きるよ うに工夫 した。

〔自己評価 カー ドの例〕*全 学年共通 して用い ることに よ り関連性 をもたせ る。

回数

項 目

Excellent→3points

Fair→2points

Poor-・1point

i

/

2

/

3

i

4

/

5

/

Total

Comments

z 英語で話そうとした ☆☆☆ ,k. ☆☆☆ ☆☆☆ ☆☆☆

2 相手に伝えようとした ☆☆☆ ☆☆☆ ☆☆☆ ☆☆☆ ☆☆☆

3 今 回 目 標 と した こ と

劃 ヅ瓢 表 現 ・シ'エスチャーな ど

☆☆☆

「 」

≪<.

「 」

☆☆☆

r」

☆ ☆ ☆

「 」

☆ ☆ ☆

「 」

Total /s /9 /9 /9 /9 /45

(2)ス キ ッ ト・テス ト評価表の活用*教 師に よる評価

スキ ッ ト・テス トの評価の項 目として、① 適切 な音量で話 している②正 しい英語 で話 し

ている③会話の流れ がスムー ズで ある④ ジェスチャーや小道 具な どを使 い、表現方法 を工

夫 してい る、の4つ を共通 の項 目とした。 この項 目は 自己評価 カー ドの項 目を具体的 に生

か したもので、生徒 たちにペ ア ワー クにお ける学習の成果がスキ ッ ト・テス トに生か され

ることを意識 させ るよ うに した。 具体的には、 自己評 価カー ドの 「英語で話 そ うとした」、

「相 手に伝えよ うと した」の項 目を教師側 の①②③ の項 目で表 し、 「今 回 目標 としたこ と」

を具体的 に表す もの を④ のボーナスポイン トの項 目で表す よ うに した。

*ス キ ッ ト・テ ス ト評価表 の具体例 は各学年の実践事例 を参照

(3)ス キ ッ ト ・テス ト相互評価 表の活用

生徒による相互評価 は、① 適切 な音量で話 してい る②英語が 自然で感情が こもってい る

③暗記 して話 してい る④内容が充実 してい る、の4つ を共通の項 目とし、ペア ワー クにお

ける 自己評価表や スキ ッ ト ・テス トにお ける教師の評価 と関連性 をもたせ るよ うに配慮、し

た。

*ス キ ッ ト・テス ト相互評価表の具体例は、8ペ ー ジ を参照
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【スキ ッ ト・テス トと評価(1年 生)の 実践事例】

〈指導のね らい 〉

教師 が示 した場面設定の中で、自らペ ア ワー クで練習 した表現 を用いたスキッ トを書 かせ、

発表 させ る。

〈学習過程 〉*所 要時間 … 準備:1時 間、テス ト:1時 間

(1)ペ ア ワー クで練習 した表 現を復習す る。

(2)自 分がで きなか った項 目を 自己評価カー ドで確認 し、その項 目を意識す る。

(3)与 え られた場面 に即 したスキ ッ トをペ アワー クで練習 した表現を使 って書 く。

(4)教 師 による原稿 チェ ック後、練習時間 を設け る。

(5)テ ス トを行 う。(テ ス ト時 に ビデオ撮影 をす る)

(6)生 徒 に評価 を伝 える。

〔生徒 が書 いたスキ ッ トの原稿 例〕

(スキ ッ ト場面設定)

●登場人物:A… ○○ 中学校の1年 生

B… ○○中学に転校 してきた転校 生

●場面設 定:廊 下で転校生に出会 う。転校生は校舎 内のある教室を さが している。

●スキ ッ トの条件

①Opening(あ い さつ)③ 転校生が ある教室の場所 を尋ね るor答 える

② 自己紹介 ④Closing(最 後の一言)

(生徒原稿)

AHello1Nicetomeetyou.

AWhat'syourname?

AI'mSayaka.Ilikebasketball.

APardon?

AIt'snexttotheclassroom1-3.

ALet'splaybasketballsomeday.

ABye.

BNicetomeetyou,too.

BMynameisTomoko.Andyou?

BOh!Metoo.

Whereistheteachers'room?

BWhereistheteachers'room?

BThanks

BOK1Seeyoutomorrow.

〈指導上の留意点 〉

(1)ス キ ッ ト原稿作成前に、評価 の項 目を明確に生徒 に伝 えてお く。

(2)ス キ ッ ト原稿作成時に、十分 な時間を とる。

(3)ス キ ッ ト原稿はAET及 びJTEが チ ェック し生徒が 自信 を もって発表 できるよ うにす る。

(4)ス キ ッ トの練習時間を確保す る。

(5)ス キ ッ ト ・テス ト時、生徒 同士の相互評価 も行 い、次回へ の参考に させ る。

(6)評 価 はできるだ け早 く生徒 に知 らせ 、次回へ の参考 に させ る。
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〈評価 ・具体的 な手だて〉

〔スキ ッ ト ・テス ト評価表 の例〕*教 師 による評価

ス キ ッ ト ・テ ス ト評 価 表

氏名() JTE AET

1 あい さつ 10 1・0

z 自己紹介 10 1・0

3 ある教室の場所を聞くor答 える 2.0 20

4 最 後の一言 i・o 10

小計 /5 /5

1 適 切な音量で話 している 3.2.1 3.2.1

2 正 しい英語で話 している 3.2.1 3.2.1

3 会 話の流れがスムーズである 3.2.1 3.2.1

4 ボー ナスポイント(工 夫) 1.0 10

小計 /to /10

1合 計 /15 /15

Comments:

相 互 評 価 表

ペアの名前(&)

5 4 3 2 1

適切 な音量で話 している

英語が自然で感情が こもっている

暗記 して話 している

内容が充実 している

5→ 大変良い4→ 良い3→ ふつう

2→ もう一歩1-・ 頑張れ

Comments:

(1)評 価 の項 目にス キッ トの条件 を満た

してい るか どうかの条件 を加算 して、

スキ ッ ト・テス トの評価 とす る。

(例)Opening(あ いさつ)

→ できていれ ば1点

→ できていなければ0点

(2)個 人評価 なので、相手ができていな

くて も、得 点に影響 はない。

(3)AETの 評価 も加 え 「表現の能力」 と

して評価す る。

(4)評 価 表 にコメン トを書 くことに よ り

具体的に どこを直せ ば更に良 くな る

か を生徒に示す。

(5)テ ス ト時に撮影 した ビデオで評価 の

確認 を行 う。

〔ス キッ ト・テス ト相互評価表の例〕*生 徒 による評価

(1)各 項 目につ いてペ アごとに評価 し、

5か ら1ま でのあてはまる評価 の数

字 の所 に○ をつける。

(2)で きるだけ良い点 について コメン ト

を書 くよ うにする。

(3)他 の生徒の発表 を集 中して聞き、良

い点 は次回に生かす よ うにす る。

(4)教 師 は相互評価 の結果をま とめ、各

ペ アにで きるだけ早 く知 らせ る。

(5)ペ ア に結果を伝 えることに よって、

次回への意欲 につなげる。

(6)相 互評 価 を行 うことによ り、客観的

に判 断 し、良か った点や課題 を明確

にでき るよ うにさせ る。
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【スキ ッ ト・テス トと評価(2年 生)の 実践事例】

〈 指 導 の ね らい 〉

(1)ペ ア ワー クで 練 習 した 表 現 や 既 習 事 項 を使 っ て 、 ス キ ッ トを 作 成 し、発 表 す る。

(2)生 徒 が 場 面 を設 定 す る こ とに よ って 「実 践 的 コ ミ ュニ ケ ー シ ョン活 動 」 につ なげ る。

〈 学 習 過 程 〉*所 要 時 間 … 準備:1時 間 、テ ス ト:1時 間

(Dペ ア ワー ク で練 習 した 表 現 を使 っ た 場 面設 定 を考 え る。

(2)今 回 は 、begoingto-・will(未 来 表 現)、must、when(～ す る時)を 使 用 す る。

(3)AETやJTEに 発 表 前 に原 稿 チ ェ ック を受 け、練 習 時 間 を設 定 す る。

(4)ス キ ッ ト ・テ ス トを別 室 で ビデ オ に収 録 しな が ら行 い 、 次 の授 業 で相 互評 価 を行 う。

〔生徒 ス キ ッ ト(遠 足 の 前 日)の 例 〕

A:Hello.

A:1'mgoingtovisitAsakusaandUeno.

A:Howaboutyou?

A:Whatkindofmuseumwillyougoto?

Iknowthatwemustpaytheadmissionfee

whenwevisitamuseum.

A:Areyoulookingforwardtogoingthere?

B:1-li.Whatareyougoingtodotomorrow?

B:Oli.Isee.

B:Iwillgotothemuseum.

B:1willgototheNationalScienceMuseum.

II:Yes,Iam.

dinosaurs.

B:Thankyou.

〈指 導 上 の 留 意 点 〉

(】)期 日ま で に原 稿 を推 敲 させ る こ とに よ って 、 実 践 的 な内 容 の ス キ ッ ト作 りを 目指 す。

(2)他 ク ラ ス の優 秀 な ス キ ッ トを教 材 と して役 立 て る。

〈評 価 ・具 体 的 な 手 だ て 〉

〔ス キ ッ ト ・テ ス ト評 価 表 の 例 〕*教 師 に よる評 価

(1)発 表 前 評 価 を設 定 し、

ス キ ッ ト作 りの 意 欲 を

高 め る。

(2)コ メ ン トで 良 か った 点

や 努 力 点 を具 体的 に 明

記 し、次 の ス ピー キ ン グ

テ ス トに生 か す 。

(3)下 記 の 基 準 に よ って 、

総合 評 価 を 行 う。

A(100-80%)←17-14ホoイ ント

B(79-50%)<-13-9ホ.イ ント

C(49-0%)←8-0ホ ◎イント

評 価 項 目 Points

1 課題 ・内容 Opening8Closing !2 (発表前評価)

/5

begoingto-,will(未 来 表 現)

must,when(～ す る 時) ABC

2 適切な音量で話している ABC

/12

3 正しい英語で話している ABC

4 会話の流れがスムーズである ABC

5 工 夫(小 道具 ・ジェスチャー ・感 情表現) !3

A:VeryGood!(3)B:Fair(2)C:Poor(1) /17

Comments:
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【ス ピー キ ング ・テ ス トと評価(2年 生)の 実践事例 】

〈指 導 の ね らい 〉

(Dペ ア ワー クや ス キ ッ トの 練 習 の成 果 を、 実 践 的 な コ ミュ ニ ケー シ ョン の場 で生 か す。

(2)与 え られ た 場 面 設 定 の 中 で 、 対 話 を通 して課 題 に 取 り組 む。

〈学 習 過 程 〉*所 要 時 間 … テ ス ト:1時 間

(1)週 末 の 予 定が 書 か れ たSituationCardと 単 語 リス トを受 け取 る。

(2)生 徒 ペ ア に よ るス ピー キ ン グ ・テ ス トの 説 明 を受 け 、既 習表 現 を復 習 す る。

(3)テ ス トで は 、 配 布 され た カー ドを30秒 間 黙 読 す る。

(4)予 定 につ い て の 質 問 を2つ 以 上 す る とと もに相 手 の 質 問 に答 え る。

(5)ペ ア で 一緒 に 行 う週 末 の予 定 を 立 て る。

(6)AET又 はJTEは 生 徒 の対 話 を 聞 い て 、 それ ぞれ の生 徒 を 評価 す る。

(7)JTEは テ ス トの 様 子 を ビデ オ に 収 録す る。

〔SituationCardの 例 〕*空 欄 は 、ペ ア で一 緒 に行 う予 定 を立 て る 自由な 時 間 とす る。

SituationCard:StudentA

二人が一緒 に行 う予定 を立てよう

課題:① あいさつ② 質問(2)③ 答 え(2)④ 予定

(予定 を確認できた らボーナス点☆)

カー ドの黙饒30秒 、会話時間は2分 です。

Time

9:00

10二〇〇

11:00

12:00

1:00

2:00

3:00

4:00

5:00

Thingsyouaregoingtodo

Saturday

soccer

game

lunch

movie

homework

Sunday

Soccer

shopping

SituationCard:StudentB

二人が一縮 に行 う予定を立てよう

課題:① あいさつ②質問(2)③ 答え(2)④ 予定

(予定を確認できた らボーナス点☆)

カー ドの黙読30秒 、会話時間は2分 です。

9:00

10:00

11:00

1:00

2:00

3:00

4:00

5:00

〔単語 リス トの 例〕

Listofthingstodoontheweekendテ ス トで使われ る単 語 リス ト

English Japanese English: Japanese

1 ()amuseum 9 ()homework

2 ()shopping 10 ()cake

3 ()a(soccer)game 11 ()TV

4 ()azoo 12 ()movie
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5 ()(Chinese)food 13 ()library

6 ()pictures 14 ()(aunty'shouse

7 ()hiking 15 ()volunteerwork

8 ()around

UsefulExpressions誘 う とき ・断る ときの表現

1 Whatareyougoingtodoonthisweekend?

2 Let'splaybasketball.

3 Doyouwanttoplaybasketball?

4 HowaboutSunday?

5 1'msorry.Ihaveotherplans.

6 Iwanttodo,butIcan't.1'mbusy.

〈 指導 上 の 留 意 点 〉

(1)1時 間 の授 業 で 終 了 で き る テ ス トと して設 定 す るた め生 徒 ペ ア に よる対 話 形 式 とす る。

(2)積 極 的 にテ ス トに 取 り組 ませ るた め に 、会 話 で 使 用 す る表 現 を復 習 させ る。

(3)"SituationCard"に 使 用 され る単語 の リス トを作成 し、提 示 す る。

〈評 価 ・具 体 的 な 手 だ て 〉

(1)わ か りや す い評 価 に す るた め に 、で き た場 合 は○ 、 で き な か った 場合 はxを 記 入 す る。

(2)項 目2～5に つ い て は 、 ス キ ッ ト ・テ ス トに 準 じる形 式 とす る。

(3)ア イ コ ン タ ク ト ・ジ ェ ス チ ャー ・感 情 表 現 な どの 工夫 や 予 定 の確 認 が で き た ら、 ボ ー

ナ ス 点 とす る。

〔ス ピー キ ン グ ・テ ス ト評価 表 の例 〕*教 師 に よる評価

Class.No.Name.

評 価 項 目 Points

1 課 題

(Ox)

☆bonus

Opening 1.Askedabouttheplan

/8

Closing 2.Askedabouttheplan

Madetheplan 1.Answeredthequestion

Checkedtheplan ☆ 2.Answeredthequestion

2 適 切 な音量 で話している(Clearness> ABC

/12

3 正 しい 英語で話 している(Accuracy) ABC

4 会 話 の流れ がスムー ズである(Fluency) ABC

5 工 夫(ア イコンタクト・ジェスチャー ・感情表 現など) /3

A:VeryGood1(3)B:Fair{2)C:Poor(1)

TOTAL:A:20-15B:14-9C:8-0

TOTAL

/20

Coments:
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【ス ピー キング ・テス トと評価(3年 生)の 実践事例】

評価項目 点数 評価項目 点数

ripening/Closing 3.2.1 適切な音量で話している 3.2.1

KeyWord 3.2.1 正しい英語で話している 3.2.1

文法(受 け身) 3.2.1 会話の流れがスムーズである 3.2.1

発話の量 3.2.1 工夫(ゾェスチャーや感情衷現) 3.2.1

合計点 /12 合計点 ノ12

Comments: Total

/24

〈指導のね らい〉

(1)ペ アワー クやスキ ッ ト・テ ス トの成果 を生か し、場面設定か ら台詞まで即興的に会話を作

って発表 できるようにす る。

② スキ ッ ト・テス トとい うあ らか じめ準備 した会話の発表 の段階か ら一歩進めて、より実践

的で創造的な活動を行 うことによ り、生きた英語 を発表で きる場 とす る。

③ 受 け身を用いた文を実践的な場 面で使 える ようにす る。

〈学習過程 〉*所 要時間 … テス ト:1時 間

(1)ペ アを組み、 日本人役 と外国人役の どちらをや るかを決 める。

(2)「ShowandTell」 とい う形で、 日本人役の人は与 えられ た歴史上の人物や 日本独特 の物

を受け身 を用いて英語で紹介す る。

(3)1分 問で会話の流れ を作 る。その際、会話に使わなければいけないキー ワー ドを生徒 に伝

え る。

(41外 国人 の役 の生徒 も相手が言った受 け身 を用 いた説 明文を確認す るとい う意味で リピー

トする。 また、疑問詞 を用いてその内容 につ いて質問す る。

i51AETとJTEは 発表を ビデオ に収録 しなが ら項 目に照 らし合 わせて評価す る。

(6)発 表 を していない他の生徒 もどち らか一方の生徒を評価 し発表終了後評価カー ドを渡す。

〈指導上の留意点 〉

(1)キ ーワー ドや疑問詞 などは紙 に書いて黒板 に貼るな ど、生徒が発話 しやす くなるような環

境 を整 える。

② 説 明する人物や物 は、なるべ く生徒が既習の英語で表現で きるよ うな簡単 なものを選ぶ。

(3)会 話 の内容があま り短 くな らないよ うにす るために、各 自が発 話すべ き回数の 目安 は、5

回 とする。

(4)日 本人役 を行った生徒は、次回外国人役 を行 う。

(5)評 価の項 目に照 らし合わせ なが らAETとJTEに よるデモ ンス トレーシ ョンを行 い、 「良

い発表」の手本 を示す。

〈評価 ・具体的な手だて〉

〔ス ピー キング ・テス ト評価表 の例〕*教 師による評価

(1)評 価 の項 目をあ らか じめ生徒 に

伝 えてお く。

② 改善す べ き点に加 え、素晴 らし

か った点 も必ず示 し生徒 の意欲

を高 める評価 を 目指す。

(3}評 価 した ものはできるだけ早 く

生徒 にフィー ドバ ック し、次回

の発表 に向けて課題や工夫すべ

き点 を確認 させ る。
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4研 究の成果と課題

第1分 科会 では、表現 の能力 を高め る指導 と評価の工夫 について研究 して きた。その結果 、

次の よ うな成果 と課題 が確認 された。

(1)研 究の成 果

①ペア ワー クや スキッ ト原稿作 りな どの活 動を通 して、協力 し合い、教 え合 う姿が見 られた。

また、取 り組み後、再度 アンケー トを行 った ところ、「ペア ワー クやインタビューゲー ムは

役に立つ」 とい う実感 をもつ生徒の割合が増 えた。役 に立つ とい う実感 をもて るよ うにな

った ことで、生徒の意欲 も高 ま り、表現の能力 を向上 させ るこ とができた。

②練習 して きたペア ワークを総合 したスキッ ト・テス トやス ピー キング ・テス トを行 った こ

とによ り、 自分た ちの考 えたことを英語で表現できる体験の場 が与 えられた。その結果 、

「自分 に も実践的な コミュニケーシ ョン活動 ができるのだ」 と自信 をもっ生徒が増 えた。

③ スキ ッ ト・テス トや ス ピーキング ・テス トを行 うことによ り、ペア ワー クな どの活動が 、

適切 に評価 され ることがわか り、取 り組 む意欲 も高まった。

④生徒 による 自己評価 、相互評価及び教師による評価 によって、活動 ごとに評価のフィー ド

バ ックを行 ったことによ り、次の 「話す」活動につ なげ ることができた。生徒は 自分 の課

題を知 り次の 目標 を もっ ことができたことで、意欲的に取 り組む ことがで きた。

(2)研 究の媒題

① テス ト後 、教師か らの評価 を、できるだけ早 く生徒 に知 らせ るよ うに努 力 した。それ によ

って生徒 は 自分の評価 を知 り、課題 を知 るこ とができた。 しか し、評価 でAを 得 られなか

った生徒 に対 して効果的な手立てを示す ことが十分 にで きなか った。ベアでの学習や教師

の指導 を取 り入れた練習を一層工夫 していく必要があ る。

② スキ ッ ト・テス トの評価をす る際に、ペアの組み方 にも考慮す る必要があ る。 た とえば、

ペアを組 んだ相手に より十分に 自分 の力が発揮 され なか った場合な ど、評価 の面で どう配

慮す るかが重要であ る。

③ スキッ ト・テス トでは、発表前 にAETやJTEに よるスキ ッ ト原稿 のチェ ックを行 ったが 、

その原稿の評価は行 わなかった。今後は、スキ ッ ト原稿 も評価 し、励み となる ような コメ

ン トを書 き込むことによって、 「話すこと」だけでな く、 「書 くこと」へ の意欲 を高め、表

現の能力 をバランスよ く総合的に高めてい く必要が ある。

④本分科会では、「表現の能力」の中で 「話す こ と」の能力 を高め ることに焦点 を当てて取 り

組んで きたため、「書 くこと」の能力 を高める具体的な方策 については研 究を深 めるこ とが

できなか った。「書 くこと」の能力を高めるためにど うい う指導 と評価 の工夫が考え られ る

のかを今後検討 してい く必要がある。
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1V第2分 科 会

副 主 題

理解の能力を高める指導と評価の工夫

1副 主題設定の理由と研究のね らい

(1)副 主題般定の理由

21世 紀 を迎 え、国際化、グローバル化 が急速 に進む中、英語 を使 って外国の人々 と積極 的

に コミュニケー シ ョンを図 り、 自分の思っていることを うま く伝 えることができるよ うにな り

たい と思 っている生徒は多い。 日々の授業において も、ペアで の言語活動やAETと の会話 な ど

に意欲的に参加す る生徒の姿を見か ける ことができる。 しか し、やや もすれば、スピーキ ング

は生徒が望む活動ゆえに力点が置かれす ぎ、リスニングや リーデ ィングを通 して 「理解の能力」

を高 めるこ とが十分行われ てい ない面が ある。

コミュニケー シ ョン とは、相手の言 っていることを理解 した上で、 自分の考えなどを表現す

ることによ り成 り立っているものである。 したがって、実践的 コ ミュニケーシ ョン能力を育成

す る上では、スピーキングや ライテ ィングなどにお ける 「表現の能 力」を高め るだけでな く、

リスニングや リーデ ィングにお ける 「理解の能力」 を高め、バ ランス よく指導 してい くことが

不可欠 である。

われわれを取 り巻 く社会 に 目を向けた とき、最近ではイ ンターネ ッ トな どの発達に よ り、世

界 中の知 りたい情報 が即座 に、かつ大量 に得 られる時代 となった。 また、電車 の中な どで英語

による会話 を耳にす る機会が増 えた り、英語によるニュースや イ ンタ ビューな ど、生の英語に

直接触れ る機会 も増加 してきた。 このよ うな社会においては、 自分 の知 らない語いや文法事項

に こだわ りす ぎた り、一文一文の解釈 にとらわれ すぎることな く、多 くの情報か ら自分が必要

とす る情報 を取捨選択 した り、話 されてい ることや 書かれてい ることの概要を とらえて読んだ

り聞いた りす ることが求め られ ている。

そこで、第2分 科会 では、 「理解 の能力」 を高めるために、身 に付 けた語いや文法 を用いな

が ら、文脈 か ら推測す るカや一般的 な知識 を積極 的に活用 して、相手の思いや考えを理解 しよ

うす ることができるよ うな指導の工夫 について研究 を行った。 あわせて、理解す る活動 に生徒

が意欲 的に取 り組 めるような評価 の工夫や理解が十分 でない生徒 に対す る具体的な手だての在

り方につ いて研 究を行 うことに した。

(2)研 究のね らい

① キー ワー ドを意識 させ た段階的な指導を工夫する。

② 写真や絵 などを用いて、意欲 を高める指導 を工夫す る。

③ 継続 的に概要や要点を とらえ させ る工夫 をす る。

④ 意欲的 に取 り組む ことができる評価 と到達度に応 じた学習の手だてを工夫す る。
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2ア ンケー トの結果 と考察

研究を進 め るにあた り、まず 「読む こと」 と 「聞 くこと」の活 動 において、 日頃生徒が どの

ようなことに満 足感 を得てどのよ うな ことに困難 を感 じているのか を把握 してお くことが重要

であると考え、実態調査アンケー トを行 った。

「読 む こ と」 「聞 くこと」 の活動 にお いて、 「楽 しい」 と感 じている生徒 はいずれ も約 半数

に とどまった。 楽 しい と感 じている理由 として一番多か ったのは、 どちらも 「英語 を使 ってい

る感 じがす る」であった。 また、「聞 くこ と」の活動 では第2の 理 由 として、英語 の音や リズ

ムに心地 よさを感 じてい ると答えた生徒が多かった。

反対 に、 「楽 しくない」 と感 じている生徒 の理 由 と して多 かっ たの は、 「読む こ と」の活動

では、多い順 に 「上手に読めない」「読み方がわか らない」「意味や内容 がわか らない」で、「聞

くこと」 の活動 では 、多い順に 「発音が聞 き取れ ない」 「意 味や 内容が わか らない」 「興味 が

もてない」で あった。

【図1】英語を「読むこと」は楽しいですか 。またその理 由は何ですか。

ノ
(9.8%)

(10.2%)(3.7%)

ア.英 語 を使 っている感 じ(綱気)がする

イ.ス ラスラ読め る

ウ.内 容 がわ かる

エ.そ の 他

＼
(12%)

A.は い

B.い い え

(10.2%)

カ,上 手 に読 め ない

キ.読 み方 が わ か らない

ク.意 味 や 内容 が わ か らない

ケ.声 に出 して読 む の は恥 ず か しい

【図2】英語を「聞くこと」は楽しいですか。またその理由は何ですか。

ノ
(8.9%)

ア.英 語を使っている感じ(鋼気)がする

イ.英 語の音やリズムが心地よい

ウ.内 容がわかる

エ.そ の他

(3.6%)

＼

A.は い

B.い い え

(11%)

(1%)ケ

カ.発 音が聞き取れない

キ.意 味や内容がわからない

ク.興 味がもてない

ケ.そ の他
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そ こで、楽 しくない理由 と して共通に挙げられ てい る 「意 味や内容 がわか らない」 とい う点

に着 目し、 「内容 を理解 す る」 こ とにっ いて調査 した結果 、 「読 んでその内容 を理解す る」 こ

とにおいては約6割 、「聞いてその内容 を理解す る」ことにお いては約7割 の生徒が 「難 しい」

と感 じてい ることがわかった。それ ぞれ どの ような点に困難 を感 じているかは 【図3】 及び 【図

4】 に示 した通 りである。

ア.単 語の意味がわからない。

イ.単 語の読み方 がわからない。

ウ.単 語 はわかるが、文になると

わからない。

エ.そ の他

ア.英 語 の スピー ドについ てい けない。

イ.単 語 の 発音 が 聞き取 れ ない。

ウ.単 語 の意 味 が わ か らない。

エ.そ の 他

上記のアンケー トの結果か ら、内容 を理解す る際の大きな課題 として、語いの不足にかかわ

る問題 と英語 のスピー ドにかかわ る問題 の2点 があることが明 らかになった。本分科会では、

これ らの課題 の解決のた め、語 いや文法の確実な定着 と並行 して、知 らない語 があった り英語

のスピー ドが多少速 く感 じられ たとして も、概要や要点を把握す るこ とができるよ うな活動 を

取 り入れた り、身に付 けた語 いや文法 を用 いなが ら、文脈 か ら推測す る力や一般的 な知識 を積

極的 に活用 して相手の思 いや 考えを理解す る活動 を設定す ることが大切 であると考 えた。

そ こで、本研 究においては、「概要や要点 をとらえるこ とができる指導 と評価」 について、

リスニングの指導 とリーデ ィングの指導の両面か ら、以下の4点 を工夫 した実践 を試みた。

(1)英 語 を聞 くことへの抵抗感 を少な くす るためにキー ワー ドをお さえる指導 を段階的に取

り入れ る。

(2)英 語 を聞 くことに興味 ・関心 をもたせ抵抗感 を少な くす るとともに、 目的を もたせて意

欲的に聞かせ るために写真や絵 を活用 した指導 を取 り入れ る。

(3)英 語の概要や要点 をとらえさせ るために、質問 に対す る答えを導き出す方 法について継

続 した指導を行 う。

(4)到 達度に応 じた学習の手だて を明 らかにす る。
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3具 体的な方策

【リスニ ングの指導のための実践事例1】

生徒のア ンケー ト結果 によ ると、 リスニングにおいて、 「ス ピー ドが速す ぎてついていけな

い」 と感 じてい る生徒が多 く、それが苦手意識 にっながってい る。 ス ピー ドを落 と して生徒 に

聞かせ ることは容 易ではある。 しか し、 日常生活にお ける 「自然 な英語」 か らはか け離れ て し

まいがちで ある。 また、流れて くる英語をすべ て日本語 に直 していかない と不安 になる生徒 が

多か った。 そこで、生徒が英語 を聞 いて理解す るには、 日本語 を媒体 とす ることな く、聞いて

瞬時 に理解 し、概要や要点 をとらえる練習 が必要で ある。 日本語 に頼 ることな く自然 なス ピー

ドによる英語 を聞き、英語で理解す る習慣 を生徒 に身に付け させ なが ら、概要や要 点を とらえ

させたい。 ラジオ番組 の天気予報 とい う設定で リスニング活動 を行 った例 を挙げる。

〈指導のね らい〉

(D自 分の既得 の知識を利用 し、内容 を予測す る活動 を促す。

(2)未 習語や 不明瞭な部分があって も推測 を して聞 く態度 を育成す る。

(3)聞 く活動 を話す活動につなげ るこ とによって 目的 を意識 させ意欲 を高 める。

(4)身 近な話題 となる天気予報を利用 しなが ら、地名 や天気 、温度(数 字)を 認 知 させ 、英

文 をすべ て 日本語に置き換えな くても意味をつかむ ことができるこ とを理解 させ る。

〈学習過程〉*所 要時間 …15分 程度

(1)図1のpicture(地 図)を 見なが ら、内容を予測 して闘 く。

(2)図2の ワー クシー トの表現 を探 しなが ら聞き、聞き取れ たもの をチ ェックす る。

(3)英 文 を聞きなが ら図3の ワー クシー トの質問 に対す る答 えを記入す る。

(4)英 文 を2回 聞いて、図4の ワー クシー トの下線部にあたる英語 を書 き取 る。

(本事例は1年 生なので、ある程度の 日本語(カタカナ等)の使 用は許容 した)

(5)最 後 にも う一度通 して聞 く。

*推 測 を促 す た め に、1年 生 に対 して 、2年 生 の 教 科 書 に よ る題 材 を リス ニ ン グ教材 と し

た。

ス ク リプ ト(NEWCROWNCNGLISHSERIES-BOOK2一 三 省 堂)

Nowtheweatherfortomorrow.First,inSapporo,itwillbesunnyandcool.

'Th
ehighwillbe12°C.Youwillneedajacket.InTokyo,itwillbecloudy

xndwindy.Thehighwillbe18.】nNagoya,w川becloudy,andthehigh

w川be20.

]nOsaka,itwillberainybutwarm.Don'tforgetyourumbrellas.Thehigh

willbe23.InFukuoka,itwillbesunnyandwarn.Thehighwillbe24.

Thankyouforlistening!
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図3天 気予報 を闘いて、明 日の天気 と予想最高気温を天気図に書き入れてみ よ う。
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1.First,inSapporo,itwillbe

TheNighwillbe°C.

2.InNagoya,itwillbe

3.InOsaka,it

andcoo].

andthehighwillbe

butwarm.Don'tforget

〈指導上の留意点〉

(1)予 測や推測を しなが ら聞 く態度を身に付 けさせ るために絵 を効果的に提示す る。

(2)基 本的 な語いが身に付 いていない生徒 のために、適宜、 図2の 語 を含む語 いの 日本語訳

シー トを与 える。

(3)一 語 一語正確 に聞 き取 らせ るため に、最後にデ ィクテー シ ョンを行わせ ることも可能 で

ある。 聞き取る範囲は、意味的に まとま りのあ るフレー ズ と し、ス ピーキングに役 立た

せ るよ うにする。スク リプ トの内容の レベル と生徒の理解 度に応 じて 、フ レーズ を長 く

す るな どの工夫 をす る。

(4)今 後 さらに発展 したス ク リプ トの 内容 に向けて、5WIHの 予測 をす る習慣 と態度 を育

成 したい。初期段階においては、 このすべて を予測 し聞き取 らせ るこ とは難 しいので、

必要な ことだけに しぼった ワー クシー トを利用す る。何 が(誰 が)、 何 を、 どうした ぐら

いか らは じめるとよい。
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〈評価 ・具体的な手だて 〉

(1)指 導 の過程(2)、(3)、(4)の 各段階で生徒 の理解度を確認す る。

(2)語 いのチェ ックのために、図2の ワー クシー トを使用 して語句 を読 み上 げ、意味のわか

る語句 にチ ェ ックさせ る活動を行ってか ら聞かせ てもよい。

(3)要 点 のつか めない生徒 に対 しては、基本的な語 いのイ ンプ」 トとして語句の 日本語訳 シ

ー トを配布 し、内容 を理解す るための手がか りとなる単語や語句の発音 と意味を確認 さ

せ る。そ の後も う一度 リスニ ング教材 を聞かせ る。 ほぼ要 点がつかめている生徒 には、

家庭 学習 と して、ReadandLookUpやShadowingな どを行 わせ る。

(4)発 展的な学習 として、内容 に関 したT-Fテ ス トを行 う。 また実際の天気予報 をも とに

放送原稿 を書かせて、アナ ウンサー(レ ポー ター)の 役で発表 させ るこ とによ り、ス ピー

キングの活 動に結びつけ ることもできる。

〔5WIHの 予測 のための ワー クシー ト例〕

ポイ ン ト 自分で予想 したこと 聞 いて わかっ た こと

いつ

何が

どこで

何を

ど う した

どんな

何のために

*指 導 の目的や 内容及び生徒 の実態 な どによってポイ ン トを付 け加 えた り、不要な部分に斜線

を引いて削除 して使用する。 毎回行 うことで、予測 を して聞 く習慣 を身 に付け させ る。

【リスニングの指導のための実践事例2】

〈指 導 のね らい 〉

(1)写 真 を提 示 す る こ とで 語 い の 不足 や ス ピー ドに対 す る抵 抗感 を和 らげ る と と もに 、 聞 く

活 動 に対 して 目的 意 識 を もたせ る。

(2)概 要 や 要 点 を適切 に把 握 す る こ とが で き る よ うに 、内 容 の軽 重 を判 断 しなが ら聞 き取 る

こ とに慣 れ させ る。

〈学 習 過程 〉*所 要 時 間 …10分 程度

(1)リ ス ニ ン グの練 習 をす る ポイ ン トと して、 下記 の3点 を意 識 す る。

・Don'tworryaboutunclearsounds .(聞 き取 れ な い 音 を気 に しない 。)

・Payattentiontostressedwords ,(強 く読 まれ た 言葉 に注 意 を向 け る。)

・Focusonkeywordsandkeyfacts ,(キ ー ワー ドや 重 要 な事 柄 に焦 点 を しぼ っ て 考 え る。)

(上 記 の3点 はRost&Urunoの12のListeningStrategiesよ り抜 粋 した。)
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(2)示 さ れ た 写 真 を 見 て 、 ニ ュ ー ス の 内 容 を 予 測 す る。

(3)概 要 や 要 点 を と ら え る た め の 質 問 を 確 認 した 後 、 ニ ュ ー ス を 聞 く。(こ の 後 、 ニ ュ ー ス

内 容 の 感 想 を述 べ 合 う活 動 を 加 えれ ば 、 よ り実 践 的 な コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョン 活 動 に つ な げ

る こ と が で き る。)

(4)ニ ュ ー ス 原 稿 を 受 け 取 り、 内 容 理 解 に 必 要 な 語 句 ・文 を 練 習 し、 語 い を 定 着 す る 。

(5)自 己 評 価 カ ー ドを 活 用 し、 縦 断 的 な 個 人 内 評 価 を 継 続 す る こ とで 、 自 ら の 課 題 を 意 識 さ

せ る 。

(ニ ュ ー ス 原 稿)ASlANGAMESOPEN

Japaneseathletesmarchduringtheopeningceremonyofthe14`"AsianGamesattheBusanAsiad

MainStadiumonSept.29.NorthKoreanathleteKyeSun-hui,ajudogoldmedalistattheAtlanta

Olympics(left),togetherwithSouthKorea'sHaHyung-joo,aLosAngelesOlympicsjudogold

medalist,lighttheflameattheceremony.Forty-fourcountriesandregionsaretakingpartinthe16-day

sportingevent,thelargestnumberinthegame'shistory.

(発 問)QUESTIONS

①Whoisthatwoman?②Whatisshedoing?

03HowmanycountriesaretakingpartintheAsianGames?

(OWhatdoyouthinkofthearticle?)

〈指 導 上の 留意 点 〉

(1)ニ ュー ス はナ チ ュ ラル ス ピー ドで伝 え る。

(2)質 問 は 、写真 を見 て 即答 で き る もの で はな く、 聞 き取 って 答 え られ る もの にな る よ う工

夫す る。

(3)授 業 の 開始 か ら10分 程度 で終 了で きる活 動 に して 、継 続 して 行 う。

〈評 価 ・具 体 的 な手 だて 〉

〔自己評 価 カ ー ドの 例 〕

(1)C評 価 の 多 か っ た生 徒 に は、家 庭学 習 と

して 、学 習 過 程(4)で 扱 った 重 要語 句 ・

文 な どの音 読練 習 に取 り組 ませ る。

(2)B評 価 の多 か っ た生 徒 に は 、家 庭 学 習 と

して 書 き取 り練 習 な どに取 り組 ませ る。

(3)左 下 に示 した よ うな音 声的 特 御 を身 に付

け る こ とが で き るwebsiteな どを紹 介 し

て 、 リスニ ン グへ の意欲 ・関心 を高 め 、

*Noteの 欄 には 、自分 の課 題 を記 入 させ る。 理解 の能 力 の 向 上 につ な げ る。 自分 のべ

http:〃www.manythings.orb/pp/一 ス で 間違 った と ころ を繰 り返 し練 習 し

http:〃www.manythings.Oldな が ら次 の 段 階 に進 む こ とがで き るた め

http:〃eleaston.com/pronunciationノ 効果 が期 待 で き る。

1.Don'tworryaboutunclearsounds. ・

2.Payattentiontostressedwords. ABC

3.Focusonkeywordsandkeyfacts. ・

4.TotalCorrect /3

[Note]
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【リーディングの指導のための実践事例 】

〈指導 のね らい〉

ア ンケー トの中で、英文 を読む ときに困ってい ることと して多 く挙げ られていたのは、単語

の意味や読 み方 がわ か らない とい うことである。おそ らく語いの不足か ら先に読み進める こと

を途 中であき らめて しまった生徒 もいたのではないか と推 察でき る。また、最初 か ら一宇一句

の意味がわか らない と理解 した ことにな らない と考えているため、少 しで も未習語 に出会 った

ら、その英文全体 が難 しい と感 じて しまっている生徒 もいた と考 えられ る。そ こで普段の授業

において語 いを定着 させ る指導 を充実 させ る一方で、語い の不足による リーデ ィングに対する

苦手意識 を払拭す るために、以下の点 を中心に指導 してい く。

(1)英 文の概要や要点 を とらえさせ、 目的をもって読む ことの重要性や内容 を推測す ること

の重要性 を指導 して、意欲的に読んでい く姿勢を身 に付け させ る。

(2)一 語一語 の意 味に とらわれずに、訳す とい う観念 をもたないで読み進 めた り、Skimming

やScanningと い った活動 を取 り入れ て、書 き手の意向な どを理解できるよ うにす る。

〈学習過程 〉*所 要時 間 …10分 ～15分 程度

(D教 師は読む活 動の前に内容に関す る質問を口頭 で行 う。(読 む 目的に応 じた質問をす る。)

・概要や 要点を把握 す るた めに読む場合 →Skimming

・必要 な情報 を探すた めに読む 場合 →Scanning

教 材 例:NewCrownEnglishSeries2LESSON63Speech-一 一'MyDream'

Second,someparentsneedhelp.Forexample,myparentshadalotofthingstodowhenlwas

achild.Whenlbecomeanurseryschoolteacher,Icanhelppeoplelikethem.So,nurseryschool

teachersareveryimportantforsociety.Theydomanythingstohelpchildrenandtheirparents_

1wanttohelpyouandyourchildrensomeday.Thankyou.

Scanningの 場 合 の 質 問 例:

1.WhydoesKenwanttobeanurseryschoolteacher?

Asyouknow,helikeschildren.Whatisthesecondreason?

2.WhatdoesKenwanttodosomeday?

(2)質 問に答 える際は、上記の2つ の質問に答 えることが 目標 であることを認識 し、わか ら

ない単語や修飾語 にあま りこだわ らないよ うにする。

(3)読 む過 程で意味のわか らない単語や語句な どにアンダー ラインを引き、理解 できる表現

をも とに推測 しなが ら意 味をっ かむ。

(4)そ の後、 どの程度、概 要や要点 をと らえることができたか をチェックす るために、 ワー

クシー トに答 えを書 く。

(5)教 師は生徒 の答 えを確認 し、理解度に応 じて概要や要点を とらえる方法を示す ことに よ

って具体的な手だてを示す。
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〈指導上 の留意 点〉

リーデ ィングにおいて概 要や 要点を とらえさせ る指導を行 う際、留意すべき点 は、生徒 を理

解 に導 くための教師側 の発問であ る。 生徒 が リーデ ィングの 目的 を明確に把握 していること、

さらに、で きるだけ 日本語 を介 さずに理解 を導 くため、英 問英答 の形で行い、 日本語 の使用は

最小限 にす ることが望 ま しい と考 える。 その際、特 に次の点に留意 したい。

(1)必 ず テ キス ト(本 文)を 読 まね ば 答 え られ な い発 問 をす る こ と。

(2)ワ ンパ ター ン に な らない こ と(二 者 択 一 の 質 問か ら5WlHの 質 問 へ)。

(3)文 章 の特 定 の部 分 に偏 らない こ と。

(4)テ キ ス トの レベ ル の英 語 よ り難 しい 英語(表 現)に な らな い こ と。

〈評価 ・具 体 的 な 手 だ て 〉

概 要や 要 点 をつ か む こ とがで き ない 生 徒 は、 知 らな い語 の意 味 を推 測 して読 み進 め る経験 が

少 な い と考 え られ る。 概 要や 要 点 を と らえ るた め には 、わ か らな い語 の所 で長 く立 ち止 ま らな

い で 、読 み 進 め てい く うち に意 味 が明 らか にな る場 合 も多 い こ とや 、推 測 した意 味が 適切 か ど

うか を知 る た め には 、読 み進 め る こ とが 必 要 で あ る こ とを指 導 して い く。

生 徒 の答 え を確 認 し、理 解 度 を チエ ック した結 果 、 生徒 に と って わ か らな い単語 で多 か っ た

の は(parents,like,importallt,society,someday)な どで あっ た。 そ こで以 下 の よ うな 質 問や説 明

を して 、生徒 の意 識 を概 要や 要 点 に 向 け させ る。

(D前 後 の 関係 か ら、 単語 の意 味が わ か らな くて も、推 測 で き る こ とを説 明す る。

・Second,someaprentsneedDelp.

質 問例:保 育 士 の助 け を 必 要 と して い るの は誰 が考 え られ ます か。

(こ の質 問 をす る こ とに よっ てparentsの 意 味 を推 測 させ る。)

(2)十 分 な語 い が な くて も、一 般 知識 や 常識 を活用 して 、意 味 が 推 測 で き るこ とを説 明 す る。

●So,nurseryschoolteachersareveryii工 幽fbrsociety.

指 導 例:保 育士 の 仕 事 の 内容 を 具体 的 に考 え させ る。仕 事 内容 のイ メー ジをつ か んだ 後 、

保 育士 は 「とて も何 か」 を考 え させ て、importantの 意 味 を推 測 させ る。

(3)修 飾語 句 が わか らな く と も、概 要 や 要 点 は読 み とれ る こ とを説 明す る。

・1canDelppeoplelikethem.

説 明 例:Icanhelppeople.だ け で も誰 を助 け る こ とが で き るか わ か ります。

・So,nurseryschoolteachersareveryimportantforsocie

説 明例:保 育 士 が 大 切 な もの で あ る こ とは 理解 で き る と思 い ます 。soc量etyの 意 味 が わ

か らな くて も、 気 に しな い で読 み進 めて み ま し ょ う。

・1wanttohelpyouandyourchildrensomeday.

説 明 例:Kenに この ス ピー チ を聞 い て る人 とそ の人 の 子供 を助 けた い とい う願 い が あ る

こ とが わか れ ばsomedayと い う語 句 は問題 に は な りませ ん。

一22一



4研 究 の 成 果 と課 題

第2分 科会では、理解 の能力 を高める指導 とその評価 の工夫について、 リスニングの指導 と

リーディングの指導 の両面か ら研究 を進 めてきた。

(1)リ スニ ングの指導 における研究 の成果

① リスニ ング活 動にお いて、 自然 なスピー ドにっいてい けない生徒に対 してキー ワー ドを

つかむ練習 を継続 した結果、 日本語に頼 らずに概要や要点を とらえることができるよう

になって きた。

② 英文を繰 り返 し聞き取 らせ ることによ り、自然なスピー ドに対す る抵抗感 が弱 ま り、時

間 をかけず に概要や 要点 を理解 できる生徒が増えてきた。

③ 写真や絵な どを事前 に提示す ることが、語い力が不足 している生徒に とって、概要や 要

点 をとらえる上での ヒン トとな り、あきらめず に最後 まで聞き取 ろ うとす る姿勢が見 ら

れ るよ うになった。

④ 段階 を踏ま えた指導 法を取 り入 れた り、理解の手 だて とな る教材 を提示 した結果、概 要

や要点の と らえ方を少 しずつ理解 できるよ うになった。

⑤ 自己評価表 を活用す る ことによって、 自らの課題 を意識 させ て次回の活動に取 り組 ませ

ることが できた。又 、教師の側 においても、生徒 のつ まず きを明確にす るこ とができ、

個 々の課題 に対す る具体的な手だてを示 して理解 の能力を高めることができた。

(2)リ スニ ングの指導における研究の課題

① 教材は、短時間で継続 的に指導できるものを心がけて作成 してきた。 しか し、単元の内

容やね らいによっては予定 していた時間では終わ らない こともあった。普 段の授業に継

続的に取 り入れてい くことが可能な内容を吟味す るとともに、生徒が飽 きずに興味をも

って取 り組 める教材 を工夫す ることが必要である。

② 概要や要点 を とらえ させ る活動を継続的に行 うことは有効 であるが、基本が定着 してい

ない生徒 の意欲 を持続 させ るためには 日頃の授業 における単語 ・文法 ・発 音の指導を充

実 させて い く必要があ る。

(3)リ ーデ ィングの指導 における研究の成果

①SkimmingやScanningの 活動 を取 り入れて指導 した結果、文脈か ら意味 を推測す る力や

一般的知識 を活用 しなが ら
、少 しずっ概要や要点 をとらえることができ るよ うになった。

② 概要や要 点を とらえられ なかった生徒に対 し、 とらえ方のポイ ン トを継続 的に説明する

こ とに よ り、理解 力を高めることがで きた。

(4)リ ーデ ィングの指導 における研究の課題

① 教科書に掲載 され た英文 を教材 に した場合は、予習 してきた生徒に とっては概要や要 点

を とらえる練習 として問題が残 る。今後 は教科書 に掲載 されていない教材 を新たに作成

し工夫 してい く必要 がある。

② 概要や 要点を とらえる学習において、未習語 を推測 しなが ら読み進 めてい く指導 は効果

的であ るが、生徒 の意欲 を持続 させ るためには、 日頃の授業 において単語や文法の定着

に向けて一層充実 した指導 を図ってい くことが重要である。
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Vま とめと今後の課題
くまとめ〉

第1分 科 会では、表 現の能力 を高め る指導 と評価の工夫について研究 した。 学習ア ンケー ト

か ら、生徒た ちは英語 の学 習 を通 して身 に付けた力で、 「外 国の人 々 と話 したい」 「外国旅行

で役立てたい」 と考 え、授業 にお けるペ アワークやインタ ビューゲー ムな どに楽 しみなが ら積

極 的に参加 していることがわかった。反 面、それ らの 目的が生徒に理解 されず、楽 しいけれ ど

も、役に立っている とい う実感が もてず に、 「表現の能力」 を育成す る上での課題 となってい

た。そ こで、ペ ア ワー クや インタ ビューゲームを新出文型や表現の ドリル ととらえ、そこで学

んだ文型や表現を実際に活 用 させて評価す るスキ ッ ト・テ ス トや ス ピー キング ・テス トを工夫

して実施 した。 あわせ て、ペ アワー クにお ける 「自己評価カー ド」 の内容を自分の課題 が明確

にで き、 自分の進歩が実感 できるよ うな内容 に改善 した り、 コメン トな どに良かった点や改善

す べ き点 を具体的に記入 し評価 をフィー ドバ ックす ることによって、生徒の意欲を高め 「表現

の能力」 を高め ることができた。

第2分 科会では、理解 の能 力を高め る指導 と評価の工夫 について研究 を した。 アンケー トか

ら、 「読む こ と」 「聞 くこ と」 を楽 しくない と感 じている理 由 と して、意味や内容 がわか らな

い ことが共通 して挙げ られ ていた。 また、内容 を理解す る際に困難 な点 を調べた ところ、大 き

く分 けて、語いの不足 と英語 のス ピー ドに関す る問題があ ることがわかった。 そ こで、 「リス

ニ ング」の指導では、キー ワー ドをお さえる指導 を段階的 に行 った り、内容を予測 させ る指導

や 絵や写真 を活用 した指導を継続的に行 うことによって、語い不足や ス ピー ドに対する抵抗感

を和 らげた り、 目的意識 を もって取 り組 ませ ることができた。その結果、部分的にはわか らな

くて もあきらめず に聞 き取ろ うとした り、概要や要点を少 しずつ とらえることができるよ うに

な り、 「理解 の能 力」 が向上 してい った。 また、 「リーデ ィング」の指導では、文脈か ら推測

す る力や一般的知識 を活用 させ なが ら、SkimmingやScanningを 行わせ るとともに、全体の理

解 度 に応 じて、質問に対す る答 えを導 き出す方法を具体的 に示 してい くことによって、少 しず

つ概要や要点を とらえることができるよ うになった。

〈今後の課題〉

今回の研究では、身 に付けた語 いや文法を活用 させ た り、文脈 か ら推測する力や一般的知識

を活用 させ て実際にコ ミュニケー シ ョンを行わせ ることに焦点 を当てた。 しか し、研究を進 め

てい く中で、単語 ・文法 ・発音 な どの知識 が十分 に身に付 いていない生徒の場合、正 しい語順

で表現で きなか った り、細 かなニュアンスを表現す ることが困難 であるな どの課題 もでてきた。

また、概要や要点を とらえ させ る場合に時 間がかかって しまった り、手だてな しには理解 しよ

うとす る意欲 を持続 させる ことが難 しい とい う課題 も残 った。今 後は、実際に英語を使って コ

ミュニケーシ ョンをす る活動を重視す る一方、単語 ・文法 ・発音な どの知識 をいかに して効果

的 に身 に付け させ るか とい うことにっいて も研 究を進 める必要がある。 また、実際の生活場面

にお いては、英語の各技能 が関連 し合 って使 われてい ることを踏 ま え、 「リスニング」 と 「リ

ー デ ィング」及び 「ス ピーキ ング」 と 「ライティング」の組み合 わせ を工夫 し
、それぞれ の活

動 に 目的 をもたせ、意欲を高めてい く指導の在 り方にっいて も研 究を深めてい く必要がある。
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